
(57)【要約】

【課題】超音波探触子の把持方向を容易に且つ確実に判

別できる技術を提供する。

【解決手段】超音波探触子１０には、フロントマーク２

０が設けられている。フロントマーク２０は、外装ケー

ス１２の二つの側面のうちの一方の側面のみに設けられ

ている。二つの側面のうちの一方の側面のみにフロント

マーク２０が設けられているため、超音波探触子１０を

利用するユーザがフロントマーク２０の存在を確認する

ことによって、超音波探触子１０の向きを知ることがで

きる。フロントマーク２０は凸形状となっており、さら

に、フロントマーク２０の温度特性が外装ケース１２の

他の部分と異なるように構成されている。つまり、外装

ケース１２とフロントマーク２０との間に温度差を発生

させて、その温度差からフロントマーク２０の存在が触

感によって確認される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 の 診 断 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 と 、
　 前 記 振 動 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 振 動 子 お よ び 前 記 駆 動 回 路 を 収 容 す る と と も に 、 ユ ー ザ に よ っ て 把 持 さ れ る 外 装 ケ
ー ス と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 外 装 ケ ー ス は 、 当 該 外 装 ケ ー ス の 二 つ の 側 面 の う ち の 一 方 の 側 面 側 に 、 当 該 外 装 ケ
ー ス の 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 内 的 性 質 を も つ こ と に よ っ て 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る
触 感 を 与 え る 方 向 特 定 部 を 備 え 、
　 こ れ に よ り 、 前 記 方 向 特 定 部 が ユ ー ザ の 触 感 に よ っ て 確 認 さ れ て 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方
向 が 判 別 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 内 的 性 質 と し て 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異
な る 温 度 特 性 を も つ こ と に よ っ て 、 外 装 ケ ー ス 内 部 の 発 熱 に 伴 う 温 度 変 化 の 程 度 が 他 の ケ
ー ス 部 分 と は 異 な る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 外 装 ケ ー ス 内 部 の 発 熱 は 、 前 記 振 動 子 お よ び 前 記 駆 動 回 路 の う ち の 少 な く と も 一 方
を 発 熱 源 と す る も の で あ り 、
　 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 熱 伝 導 経 路 に よ っ て 前 記 発 熱 源 に 熱 的 に
接 続 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 方 向 特 定 部 は 、 熱 伝 導 部 材 を 介 し て 振 動 子 と 熱 的 に 接 続 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 素 材 で 構 成 さ れ て 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異
な る 触 感 を 与 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 を 判 別 す る た め の 技 術 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 な ど の 体 内 か ら エ コ ー 信 号 を 取 得 し て 超 音 波 画 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら
れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 は 、 通 常 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 超 音 波 探 触 子 と 超 音 波 診 断 装 置
の 本 体 と が 別 々 に 設 け ら れ 、 そ し て 、 超 音 波 探 触 子 と 装 置 本 体 と が ケ ー ブ ル な ど に よ っ て
接 続 さ れ て い る 。 医 師 な ど の 検 査 者 （ ユ ー ザ ） が 超 音 波 診 断 装 置 を 利 用 す る 場 合 、 超 音 波
探 触 子 を 手 に 持 っ て 超 音 波 探 触 子 を 生 体 表 面 に 当 て て 、 あ る い は 、 超 音 波 探 触 子 を 生 体 内
に 挿 入 し て 、 所 望 部 位 の 超 音 波 画 像 な ど を 取 得 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 を 送 受 波 し て 形 成 さ れ た 走 査 面 内 に お け る 組 織 の 断 層 画 像
な ど を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 医 師 な ど の 検 査 者 は 、 超 音 波 探 触 子 を 所 望 の 診
断 位 置 に 移 動 さ せ て か ら 超 音 波 を 送 受 波 さ せ 、 所 望 の 位 置 で 走 査 面 を 形 成 す る こ と に よ っ
て 診 断 対 象 と な る 組 織 な ど の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 断 層 画 像 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の モ ニ タ な ど に 表 示 さ れ る 。 と こ ろ が 、 モ ニ タ な ど に 表 示
さ れ る 断 層 画 像 の 表 裏 は 、 超 音 波 探 触 子 の 向 き に 依 存 す る 。 例 え ば 、 あ る 位 置 に お い て 所
定 方 向 に 超 音 波 探 触 子 を 向 け て 当 該 方 向 に 対 応 し た 基 準 走 査 面 を 形 成 す る こ と に よ っ て 得
ら れ る 断 層 画 像 と 、 同 じ 位 置 に お い て 超 音 波 探 触 子 を 回 転 さ せ て 基 準 走 査 面 が １ ８ ０ ° 回
転 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 走 査 面 に 対 応 し た 断 層 画 像 は 、 互 い に 表 裏 の 関 係 に あ る 画 像
と な る 。 こ の た め 、 断 層 画 像 を 利 用 し た 診 断 に お い て は 、 そ の 断 層 画 像 を 得 た 際 の 超 音 波
探 触 子 の 向 き を 知 る こ と が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 診 断 時 に お い て 超 音 波 探 触 子 の 方 向 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る よ う に 、 超 音 波 探 触
子 の 外 装 ケ ー ス に 突 起 な ど の 目 印 を 設 け て お く 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
な ど ） 。 つ ま り 、 医 師 な ど が 超 音 波 探 触 子 を 手 に 持 っ た 場 合 に 、 外 装 ケ ー ス に 設 け ら れ た
突 起 を 触 れ る こ と に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 方 向 が 判 別 で き る よ う に す る 技 術 が 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ７ ８ ７ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 超 音 波 探 触 子 の 外 装 ケ ー ス に は 、 滑 り 止 め の 機 能 、 意 匠 的 な 機 能 、 穿 刺 針 や
穿 刺 ア ダ プ タ な ど を 取 り 付 け る た め の 機 能 と し て 様 々 な 凹 凸 が 設 け ら れ る 場 合 が あ る 。 こ
の 場 合 、 超 音 波 探 触 子 の 外 装 ケ ー ス に 設 け ら れ た 様 々 な 機 能 の 凹 凸 と 、 超 音 波 探 触 子 の 方
向 を 判 断 す る た め の 突 起 と を 区 別 す る こ と が 困 難 な 場 合 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 を 容 易 に 且 つ 確 実 に 判 別 で き る 技 術 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 好 適 な 態 様 で あ る 超 音 波 探 触 子 は 、 被 検 体 の 診 断
に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 と 、 前 記
振 動 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 前 記 振 動 子 お よ び 前 記 駆 動 回 路 を 収 容 す る と と も に 、 ユ ー
ザ に よ っ て 把 持 さ れ る 外 装 ケ ー ス と 、 を 有 し 、 前 記 外 装 ケ ー ス は 、 当 該 外 装 ケ ー ス の 二 つ
の 側 面 の う ち の 一 方 の 側 面 側 に 、 当 該 外 装 ケ ー ス の 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 内 的 性 質 を
も つ こ と に よ っ て 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 触 感 を 与 え る 方 向 特 定 部 を 備 え 、 こ れ に よ り
、 前 記 方 向 特 定 部 が ユ ー ザ の 触 感 に よ っ て 確 認 さ れ て 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 が 判 別 さ れ
る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 内 的 性 質 と は 、 方 向 特 定 部 の 内 部 に 関 す る 性 質 で あ り 、 例 え ば 、 方
向 特 定 部 の 温 度 特 性 や 素 材 （ 材 質 ） な ど で あ る 。 こ こ で 定 義 さ れ る 「 内 的 性 質 」 の 用 語 の
意 義 に は 、 形 状 な ど の 外 的 性 質 は 含 ま れ な い 。 た だ し 、 上 記 構 成 に お け る 方 向 特 定 部 は 、
少 な く と も 、 上 述 の よ う に 定 義 さ れ る 内 的 性 質 を も っ て い れ ば よ く 、 こ の 内 的 性 質 に 加 え
て さ ら に 形 状 な ど の 外 的 性 質 を 備 え て も よ い 。 こ の よ う に 、 方 向 特 定 部 が 、 外 装 ケ ー ス の
他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 内 的 性 質 を も つ こ と に よ っ て 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 触 感 を
与 え る た め 、 方 向 特 定 部 が ユ ー ザ の 触 感 に よ っ て 確 認 さ れ 、 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 を 容
易 に 且 つ 確 実 に 判 別 で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 内 的 性 質 と し て 、 他 の ケ ー
ス 部 分 と は 異 な る 温 度 特 性 を も つ こ と に よ っ て 、 外 装 ケ ー ス 内 部 の 発 熱 に 伴 う 温 度 変 化 の
程 度 が 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 、 こ と を 特 徴 と す る 。 望 ま し く は 、 前 記 外 装 ケ ー ス 内 部
の 発 熱 は 、 前 記 振 動 子 お よ び 前 記 駆 動 回 路 の う ち の 少 な く と も 一 方 を 発 熱 源 と す る も の で
あ り 、 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 熱 伝 導 経 路 に よ っ て 前 記 発 熱 源 に 熱
的 に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。 望 ま し く は 、 前 記 方 向 特 定 部 は 、 熱 伝 導 部 材 を 介 し
て 振 動 子 と 熱 的 に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 方 向 特 定 部 は 、 他 の ケ ー ス 部 分 と は 異 な る 素 材 で 構 成 さ れ て 他 の ケ ー
ス 部 分 と は 異 な る 触 感 を 与 え る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 を 容 易 に 且 つ 確 実 に 判 別 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 好 適 な 実 施 形 態 が 示 さ れ て お り 、 図 １ は そ の 外
観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 そ の 本 体 が 外 装 ケ ー ス １ ２ に
よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 ケ ー ブ ル １ ４ を 介 し て 図 示 し な い 超 音 波 診 断 装 置 の 本 体 に 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 や 、 振 動 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 を 備 え
て い る 。 振 動 子 や 駆 動 回 路 は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 に 収 容 さ れ て お り 、 図 １ に は 図 示 さ れ て
い な い が 、 振 動 子 か ら 発 せ ら れ た 超 音 波 は 送 受 波 面 １ ６ を 介 し て 生 体 な ど へ 送 波 さ れ 、 ま
た 、 送 受 波 面 １ ６ を 介 し て 生 体 な ど か ら 反 射 波 が 受 波 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 探 触 子 １ ０ に は 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ は
、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 二 つ の 側 面 の う ち の 一 方 の 側 面 の み に 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 図 １
に お い て 手 前 側 （ ｘ 軸 の 負 方 向 側 ） の 側 面 に の み フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 設 け ら れ て お り 、
図 １ に お い て 反 対 側 （ ｘ 軸 の 正 方 向 側 ） の 側 面 に は フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ は 存 在 し な い 。 こ
の よ う に 二 つ の 側 面 の う ち の 一 方 の 側 面 の み に フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 設 け ら れ て い る た め
、 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 利 用 す る ユ ー ザ が フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 存 在 を 確 認 す る こ と に よ っ
て 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 向 き （ 把 持 方 向 ） を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 つ ま り 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 図 １ に 示 す 状 態 （ 向 き ） に あ る 場 合 と 、 超 音 波 探 触 子 １ ０
が 図 １ に 示 す 状 態 か ら 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 心 軸 （ ｙ 軸 に 平 行 な 軸 ） を 回 転 軸 と し て １ ８ ０
度 回 転 し た 状 態 （ 向 き ） に あ る 場 合 の 、 二 つ の 状 態 の い ず れ の 状 態 に あ る の か を フ ロ ン ト
マ ー ク ２ ０ の 位 置 に よ っ て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 有 無 は 、 ユ ー ザ が 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 把 持 し た 際 に 、 手 の 触 感 に
よ っ て 確 認 す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ の 触 感 に よ っ て 確 認 で き る よ う に す る た め に は 、 例
え ば 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 他 の 部 分 に 対 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 凸 形 状 に し て 、 形 状 に よ
っ て 区 別 で き る よ う に す る 例 を 挙 げ る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 外 装 ケ ー ス １ ２ に は
、 例 え ば 、 凸 形 状 の 滑 り 止 め １ ７ や 、 凸 形 状 の 穿 刺 ア ダ プ タ 取 り 付 け 部 １ ８ な ど 、 フ ロ ン
ト マ ー ク ２ ０ 以 外 に も 凸 形 状 に 形 成 さ れ た 部 分 が 存 在 す る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２
０ の 凸 形 状 を 確 認 す る の み で は 、 滑 り 止 め １ ７ や 穿 刺 ア ダ プ タ 取 り 付 け 部 １ ８ な ど を フ ロ
ン ト マ ー ク ２ ０ と 区 別 す る の が 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 凸 形 状 と す る こ と に 加 え て 、 さ
ら に 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 温 度 特 性 が 外 装 ケ ー ス １ ２ の 他 の 部 分 と 異 な る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 に 収 容 さ れ て い る 振 動 子 や そ の 駆 動 回 路 は 、 超 音 波 を 送 波 す る 際 に 高
電 圧 信 号 を 扱 う こ と な ど か ら 熱 を 発 生 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 振 動 子 や そ の 駆 動 回
路 な ど か ら 発 生 さ れ る 熱 を 利 用 し て 、 外 装 ケ ー ス １ ２ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と の 間 に 温 度
差 を 発 生 さ せ て 、 そ の 温 度 差 か ら フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 存 在 を 触 感 に よ っ て 確 認 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と の 間 に 温 度 差 を 発 生 さ せ る 構 成 例 を 説
明 す る た め の 図 で あ り 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） は 、 各 々 、 図 １ の 超 音 波 探 触 子 １ ０ に 関 し て
、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 含 む 部 分 に お け る ｚ ｘ 平 面 に 平 行 な 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 厚 さ を フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に お い て 薄 く し た 例 で あ
る 。 つ ま り 、 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 部 で 発 生 し た 熱 を 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 部 か ら 外 部 へ 放 出 す る
際 に 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に お い て よ り 効 率 的 に 放 出 さ れ る よ う に 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の
厚 さ を フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 で 薄 く し て い る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 が 外 装 ケ
ー ス １ ２ の 他 の 部 分 に 比 べ て 高 温 と な り 、 外 装 ケ ー ス １ ２ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と の 間 に
温 度 差 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 図 ２ （ Ａ ） に お い て 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 薄 い 部 分 、 つ ま り 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０
が 取 り 付 け ら れ る 側 面 の み を 薄 い 別 部 品 （ 例 え ば 、 ス テ ン レ ス な ど ） で 構 成 し 、 そ の 側 面
側 が 取 り 除 か れ た Ｃ 字 状 の 断 面 の 外 装 ケ ー ス １ ２ （ 樹 脂 な ど ） に 、 そ の 薄 い 別 部 品 を 取 り
付 け る こ と に よ っ て 、 図 ２ （ Ａ ） の 断 面 形 状 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 部 に 充 填 さ れ る 充 填 剤 と し て 、 熱 伝 導 率 が 大 き い 充 填
剤 ３ ０ と 、 そ れ と 比 較 し て 熱 伝 導 率 が 小 さ い 充 填 剤 ３ ２ の 二 種 類 の 充 填 剤 を 利 用 し て い る
。 つ ま り 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 熱 伝 導 率 が 大 き い 充 填 剤 ３ ０ を 充 填 し 、 フ ロ ン ト マ ー
ク ２ ０ と は 反 対 側 に 熱 伝 導 率 が 小 さ い 充 填 剤 ３ ２ を 充 填 し て い る 。 こ の た め 、 外 装 ケ ー ス
１ ２ 内 部 で 発 生 し た 熱 が 充 填 剤 を 介 し て 外 装 ケ ー ス １ ２ へ 伝 導 さ れ る 際 に 、 フ ロ ン ト マ ー
ク ２ ０ の 反 対 側 に 比 べ て 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 へ 効 率 的 に 熱 が 伝 え ら れ 、 フ ロ ン ト マ ー
ク ２ ０ 側 が 高 温 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に お い て 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 存 在 し な く て も 、 外 装 ケ ー
ス １ ２ の 二 つ の 側 面 の 間 に 温 度 差 が 発 生 す る 。 こ の た め 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 取 り 付 け
ず に 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 二 つ の 側 面 の 一 方 側 を 方 向 特 定 部 と し て 機 能 さ せ 、 温 度 差 の み に
よ っ て 側 面 の 一 方 を 特 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ に お い て は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 部 で 発 生 し た 熱 に よ っ て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０
側 と そ の 反 対 側 の 側 面 と の 間 に 温 度 差 を 発 生 さ せ て い る が 、 例 え ば 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０
側 に 発 熱 体 （ ヒ ー タ な ど ） を 別 途 設 け て 、 温 度 差 を 実 現 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 温 度 差 を 実 現 さ せ る た め の 具 体 的 な 構 成 と し て 、 外 装 ケ ー ス １ ２ 内 に お い て 、 主
な 発 熱 源 で あ る 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 に つ い て 、 図 ３ か ら 図
９ を 利 用 し て 説 明 す る 。 図 ３ か ら 図 ９ に は 、 各 々 、 図 １ の 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 外 装 ケ ー ス
１ ２ 部 分 の 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。 図 ３ か ら 図 ９ に 示 す 断 面 図 は 、 図 １ の 超 音 波 探 触 子 １
０ に 関 し て 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ を 含 み 且 つ ｘ ｙ 平 面 に 平 行 な 断 面 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 １ が 示 さ れ て い る 。 図 ３ の
構 成 例 １ で は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ に 収 容 さ れ た 振 動 子 ４ ０ と 、 外 装 ケ ー ス １ ２ に 取 り 付 け ら

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-326204 A 2006.12.7



れ た フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 内 部 に お い て 接 着 剤 ５ ０ に よ っ て 接 続 さ れ
て い る 。 接 着 剤 ５ ０ は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に の み 充 填 さ れ 、 フ ロ ン
ト マ ー ク ２ ０ の 反 対 側 に お い て は 外 装 ケ ー ス １ ２ と 接 着 剤 ５ ０ の 接 着 領 域 が 殆 ど 無 い 。 そ
し て 、 接 着 剤 ５ ０ は 、 熱 伝 導 率 が 良 好 で 、 且 つ 、 電 気 的 絶 縁 性 の も の が 利 用 さ れ る 。 ま た
フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ は 、 金 属 （ 例 え ば ス テ ン レ ス ） に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ の 構 成 例 １ に よ れ ば 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 部 分 か ら 接 着
剤 ５ ０ を 介 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ に 伝 え ら れ る た め 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 他 の 部 分 に 比 べ
て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 高 温 に な る 。 な お 、 接 着 剤 ５ ０ と し て 電 気 的 絶 縁 性 の も の を 利 用
す る た め 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と は 互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ 、 振 動 子 ４ ０ に
お い て 利 用 さ れ る 高 電 圧 信 号 な ど の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ の 漏 洩 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ２ が 示 さ れ て い る 。 図 ４ の
構 成 例 ２ と 図 ３ の 構 成 例 １ と を 比 較 す る と 、 図 ４ の 構 成 例 ２ で は 、 金 属 板 ６ ０ と 接 着 層 ５
２ に よ っ て 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 点 に お い て 図 ３ の 構
成 例 １ と は 異 な り 、 他 の 構 成 は 構 成 例 １ と 同 じ で あ る 。 そ こ で 、 構 成 例 １ と は 異 な る 点 に
つ い て の み 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ の 構 成 例 ２ で は 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 熱 伝 導 率 の 良 好 な 金 属 板 ６
０ に よ っ て 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 た だ し 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と の 間 の 電
気 的 な 接 続 を 断 つ た め に 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ が 挿 入 さ れ て い る 。 接 着 層 ５ ２ は 、 図
示 さ れ る よ う に 断 面 が Ｌ 字 状 で あ り 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 振
動 子 ４ ０ に 接 着 さ れ 、 さ ら に 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 外 装 ケ
ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 接 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 断 面 が Ｌ 字 状 の 金 属 板 ６ ０
が 接 着 層 ５ ２ に 重 な る よ う に 接 着 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ と し て は 、 両 面 テ ー プ や
接 着 剤 の 層 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ の 構 成 例 ２ に よ れ ば 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 部 分 か ら 接 着
層 ５ ２ お よ び 金 属 板 ６ ０ を 介 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ に 伝 え ら れ る た め 、 外 装 ケ ー ス １ ２
の 他 の 部 分 に 比 べ て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 高 温 に な る 。 な お 、 電 気 絶 縁 性 の あ る 接 着 層 ５
２ を 利 用 す る た め 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と は 互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ 、 振 動
子 ４ ０ に お い て 利 用 さ れ る 高 電 圧 信 号 な ど の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ の 漏 洩 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ３ が 示 さ れ て い る 。 図 ５ の
構 成 例 ３ と 図 ３ の 構 成 例 １ と を 比 較 す る と 、 図 ５ の 構 成 例 ３ で は 、 接 着 剤 ５ ０ と 振 動 子 ４
０ の 間 に 接 着 層 ５ ２ と 金 属 板 ６ ０ が 挿 入 さ れ て い る 点 に お い て 図 ３ の 構 成 例 １ と は 異 な り
、 他 の 構 成 は 構 成 例 １ と 同 じ で あ る 。 そ こ で 、 構 成 例 １ と は 異 な る 点 に つ い て の み 詳 述 す
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ の 構 成 例 ３ で は 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 接 着 層 ５ ２ が 接
着 さ れ 、 さ ら に 、 接 着 層 ５ ２ に 重 な る よ う に 金 属 板 ６ ０ が 接 着 さ れ て い る 。 金 属 板 ６ ０ は
熱 伝 導 率 が 良 好 な た め 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 を 効 率 よ く 接 着 剤 ５ ０ に 伝 え る 。 た だ し 、
金 属 板 ６ ０ は 、 電 気 的 導 電 性 も 優 れ て い る た め 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ を 間 に 挟 ん で 振
動 子 ４ ０ に 熱 的 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ と し て は 、 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 の 層 が 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ の 構 成 例 ３ に よ れ ば 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 部 分 か ら 接 着
層 ５ ２ お よ び 金 属 板 ６ ０ を 介 し て 接 着 剤 ５ ０ に 伝 導 さ れ 、 さ ら に 、 接 着 剤 ５ ０ か ら フ ロ ン
ト マ ー ク ２ ０ に 熱 が 伝 え ら れ る 。 こ の た め 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 他 の 部 分 に 比 べ て フ ロ ン ト
マ ー ク ２ ０ が 高 温 に な る 。 ま た 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ に よ っ て 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト
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マ ー ク ２ ０ と は 互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ 、 振 動 子 ４ ０ に お い て 利 用 さ れ る 高 電 圧 信 号 な ど
の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ の 漏 洩 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ４ が 示 さ れ て い る 。 図 ６ の
構 成 例 ４ と 図 ３ の 構 成 例 １ と を 比 較 す る と 、 図 ６ の 構 成 例 ４ で は 、 金 属 板 ６ ０ と 接 着 層 ５
２ に よ っ て 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 点 に お い て 図 ３ の 構
成 例 １ と は 異 な り 、 他 の 構 成 は 構 成 例 １ と 同 じ で あ る 。 そ こ で 、 構 成 例 １ と は 異 な る 点 に
つ い て の み 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ の 構 成 例 ４ で は 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 熱 伝 導 率 の 良 好 な 金 属 板 ６
０ に よ っ て 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 た だ し 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と の 間 の 電
気 的 な 接 続 を 断 つ た め に 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ が 挿 入 さ れ て い る 。 金 属 板 ６ ０ は 、 図
示 さ れ る よ う に 断 面 が Ｌ 字 状 で あ り 、 振 動 子 ４ ０ の 内 部 に お い て 振 動 子 ４ ０ に 接 着 さ れ 、
さ ら に 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ
ー ク ２ ０ 側 に 伸 び て い る 。 金 属 板 ６ ０ は 、 振 動 子 ４ ０ の 内 部 に お い て 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン
ド 部 分 に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 振 動 子 ４ ０ か ら 発 せ ら れ る 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 か
ら 伝 え ら れ る よ り も 効 率 よ く 金 属 板 ６ ０ に 伝 え ら れ る 。 そ し て 、 金 属 板 ６ ０ は 、 電 気 絶 縁
性 の あ る 接 着 層 ５ ２ を 介 し て 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 熱 的 に 接 着 さ れ て
い る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ と し て は 、 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 の 層 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ の 構 成 例 ４ に よ れ ば 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン ド か ら 金 属
板 ６ ０ お よ び 接 着 層 ５ ２ を 介 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ に 伝 え ら れ る た め 、 外 装 ケ ー ス １ ２
の 他 の 部 分 に 比 べ て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 高 温 に な る 。 な お 、 電 気 絶 縁 性 の あ る 接 着 層 ５
２ を 利 用 す る た め 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と は 互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ 、 振 動
子 ４ ０ に お い て 利 用 さ れ る 高 電 圧 信 号 な ど の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ の 漏 洩 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ５ が 示 さ れ て い る 。 図 ７ の
構 成 例 ５ は 、 図 ６ の 構 成 例 ４ に お い て 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 内 部 に 接 着 剤 ５ ０ が 充 填 さ れ た
も の で あ る 。 つ ま り 、 接 着 剤 ５ ０ が 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 盛 り 上 が る
よ う に 充 填 さ れ 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 反 対 側 に お い て は 外 装 ケ ー ス １ ２ と 接 着 剤 ５ ０ の
接 着 領 域 が 小 さ い 。 そ し て 、 接 着 剤 ５ ０ は 、 熱 伝 導 率 が 良 好 で 、 且 つ 、 電 気 絶 縁 性 の も の
が 利 用 さ れ る 。 図 ７ の 構 成 例 ５ に よ れ ば 、 図 ６ の 構 成 例 ４ の 場 合 に 加 え て 、 さ ら に 振 動 子
４ ０ の 背 面 か ら も 熱 が フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ６ が 示 さ れ て い る 。 図 ８ の
構 成 例 ６ は 、 図 ６ の 構 成 例 ４ に お け る 振 動 子 ４ ０ の 背 面 に 、 接 着 層 ５ ２ ｂ と 金 属 板 ６ ０ ｂ
を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ の 構 成 例 ６ で は 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 熱 伝 導 率 の 良 好 な 金
属 板 ６ ０ ｂ に よ っ て 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 た だ し 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と
の 間 の 電 気 的 な 接 続 を 断 つ た め に 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ ｂ が 挿 入 さ れ て い る 。 接 着 層
５ ２ ｂ は 、 図 示 さ れ る よ う に 断 面 が Ｌ 字 状 で あ り 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 の 少 な く と も 一 部 を
覆 う よ う に 振 動 子 ４ ０ に 接 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 断 面 が Ｌ 字 状 の 金 属 板 ６ ０ ｂ が 接 着 層
５ ２ ｂ に 重 な る よ う に 接 着 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ ｂ と し て は 、 両 面 テ ー プ や 接 着
剤 の 層 が 好 適 で あ る 。 図 ８ の 構 成 例 ６ に よ れ ば 、 図 ６ の 構 成 例 ４ の 場 合 に 加 え て 、 さ ら に
振 動 子 ４ ０ の 背 面 か ら も 熱 が フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ に は 、 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ７ が 示 さ れ て い る 。 図 ９ の
構 成 例 ７ で は 、 外 装 ケ ー ス １ ２ に 収 容 さ れ た 振 動 子 ４ ０ と 、 外 装 ケ ー ス １ ２ に 取 り 付 け ら
れ た フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の 内 部 に お い て 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 な お
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フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ は 、 金 属 （ 例 え ば ス テ ン レ ス ） に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ の 構 成 例 ７ で は 、 振 動 子 ４ ０ の 内 部 と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 、 熱 伝 導 率 の 良 好 な 金
属 板 ６ ０ ａ に よ っ て 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 た だ し 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と
の 間 の 電 気 的 な 接 続 を 断 つ た め に 、 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ ａ が 挿 入 さ れ て い る 。 金 属 板
６ ０ ａ は 、 図 示 さ れ る よ う に 断 面 が Ｌ 字 状 で あ り 、 振 動 子 ４ ０ の 内 部 に お い て 振 動 子 ４ ０
に 接 着 さ れ 、 さ ら に 、 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 伸 び て い る 。 金 属 板 ６ ０
ａ は 、 振 動 子 ４ ０ の 内 部 に お い て 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン ド 部 分 に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、
振 動 子 ４ ０ か ら 発 せ ら れ る 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン ド か ら 効 率 よ く 金 属 板 ６ ０ ａ に 伝 え
ら れ る 。 そ し て 、 金 属 板 ６ ０ ａ は 、 電 気 絶 縁 性 の あ る 接 着 層 ５ ２ ａ を 介 し て 外 装 ケ ー ス １
２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に 熱 的 に 接 着 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ ａ と し て は 、 両 面
テ ー プ や 接 着 剤 の 層 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ９ の 構 成 例 ７ で は 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 熱 伝 導
率 の 良 好 な 金 属 板 ６ ０ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 た だ し 、 振 動 子 ４ ０ と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と
の 間 の 電 気 的 な 接 続 を 断 つ た め に 、 金 属 板 ６ ０ ｂ は 電 気 絶 縁 性 の 接 着 層 ５ ２ ｂ を 介 し て 振
動 子 ４ ０ に 熱 的 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 層 ５ ２ ｂ は 、 図 示 さ れ る よ う に 金 属 板 ６ ０
ａ に も 接 続 さ れ て い る 。 接 着 層 ５ ２ ｂ と し て は 、 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 の 層 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 図 ９ の 構 成 例 ７ で は 、 接 着 剤 ５ ０ が 外 装 ケ ー ス １ ２ の フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ 側 に
盛 り 上 が る よ う に 充 填 さ れ て い る 。 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 反 対 側 に お い て は 外 装 ケ ー ス １
２ と 接 着 剤 ５ ０ の 接 着 領 域 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ の 構 成 例 ７ に よ れ ば 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン ド か ら 金 属
板 ６ ０ ａ お よ び 接 着 層 ５ ２ ａ を 介 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ に 伝 え ら れ る 。 な お 、 電 気 絶 縁
性 の あ る 接 着 層 ５ ２ ａ を 利 用 す る た め 、 振 動 子 ４ ０ の グ ラ ン ド と フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ と は
互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ る 。 さ ら に 、 振 動 子 ４ ０ で 発 生 し た 熱 が 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 か ら
接 着 層 ５ ２ ｂ 、 金 属 板 ６ ０ ｂ お よ び 接 着 剤 ５ ０ を 介 し て フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ に 伝 え ら れ る
。 な お 、 電 気 絶 縁 性 の あ る 接 着 層 ５ ２ ｂ を 利 用 す る た め 、 振 動 子 ４ ０ の 背 面 と フ ロ ン ト マ
ー ク ２ ０ と は 互 い に 電 気 的 に 切 断 さ れ る 。 こ の よ う に 、 図 ９ の 構 成 例 ７ に よ れ ば 、 振 動 子
４ ０ の グ ラ ン ド と 背 面 の 両 方 か ら 熱 が フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ へ 効 率 的 に 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 図 ３ か ら 図 ９ を 利 用 し て 、 外 装 ケ ー ス 内 に お け る 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的
に 接 続 す る 構 成 に つ い て 説 明 し た 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 外 装 ケ ー ス と フ ロ ン ト マ ー ク
が 別 部 材 と し て 形 成 さ れ て 、 外 装 ケ ー ス に フ ロ ン ト マ ー ク が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 フ ロ ン ト マ ー ク の 取 り 付 け 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 外 装 ケ ー ス は 、 例
え ば 、 樹 脂 で 構 成 さ れ る 。 図 １ ０ に 示 す 例 に お い て 、 外 装 ケ ー ス は 、 二 つ の 部 材 に よ っ て
構 成 さ れ て お り 、 そ の う ち の 一 方 が 図 １ ０ に お い て 符 号 １ ２ ａ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ０ （ Ａ ） に は 、 外 装 ケ ー ス の ケ ー ス 部 材 １ ２ ａ と 、 そ れ に 取 り 付 け ら れ る 前 の フ ロ
ン ト マ ー ク ２ ０ が 示 さ れ て い る 。 ケ ー ス 部 材 １ ２ ａ に は 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ の 形 状 に 対
応 し た 挿 入 溝 ７ ０ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ケ ー ス 部 材 １ ２ ａ の 挿 入 溝 ７ ０ に フ ロ ン ト
マ ー ク ２ ０ が 嵌 め 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ０ （ Ｂ ） に は 、 外 装 ケ ー ス の ケ ー ス 部 材 １ ２ ａ と 、 そ れ に 嵌 め 込 ま れ た フ ロ ン ト マ
ー ク ２ ０ が 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 フ ロ ン ト マ ー ク ２ ０ が 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 、 ケ ー ス 部
材 １ ２ ａ と 一 対 を 成 す も う 一 方 の ケ ー ス 部 材 （ 図 示 せ ず ） が 接 合 さ れ て 、 外 装 ケ ー ス が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 な お 、 外 装 ケ ー ス が 樹 脂 で 構 成 さ れ て フ ロ ン ト マ ー ク が 金 属 で 構 成 さ れ る こ と に よ り 、
外 装 ケ ー ス と フ ロ ン ト マ ー ク の 素 材 の 相 違 か ら 、 素 材 の 触 感 の 相 違 に よ っ て フ ロ ン ト マ ー
ク が 確 認 さ れ て も よ い 。 も ち ろ ん 、 外 装 ケ ー ス と フ ロ ン ト マ ー ク と の 間 の 温 度 差 が 加 わ る
こ と に よ り 、 さ ら に 確 実 に フ ロ ン ト マ ー ク を 触 感 に よ っ て 確 認 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 フ ロ ン ト マ ー
ク と 振 動 子 が 熱 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 フ ロ ン ト マ ー ク が 外 装 ケ ー ス 内 部 で 発 生 し た
熱 を 外 部 へ 効 率 的 に 放 熱 す る 放 熱 部 と し て も 機 能 し て い る 。 ま た 、 フ ロ ン ト マ ー ク と 振 動
子 が 熱 的 に 接 続 さ れ 、 例 え ば 、 超 音 波 探 触 子 の 送 受 波 面 （ 図 １ の 符 号 １ ６ ） の 温 度 と フ ロ
ン ト マ ー ク の 温 度 が ほ ぼ 等 し く な る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 検 査 者 が 、 患 者 な ど に 接
す る 送 受 波 面 の 温 度 を フ ロ ン ト マ ー ク か ら 察 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 は 、 あ ら ゆ る 点 で 単 な る 例 示 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す
る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 外 装 ケ ー ス の 側 面 の 一 部 で あ る フ ロ
ン ト マ ー ク に よ っ て 超 音 波 探 触 子 の 把 持 方 向 を 確 認 さ せ て い る が 、 外 装 ケ ー ス の 側 面 全 体
を 方 向 特 定 部 と し て 機 能 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 外 装 ケ ー ス の 一 方 の 側 面 全 体 が 、 外 装 ケ
ー ス の 他 の 部 分 よ り も 高 温 に な る よ う な 構 成 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 外 装 ケ ー ス と フ ロ ン ト マ ー ク と の 間 に 温 度 差 を 発 生 さ せ る 構 成 例 を 説 明 す る た め
の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 １ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ２ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ３ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ４ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ５ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ６ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 振 動 子 と フ ロ ン ト マ ー ク を 熱 的 に 接 続 す る 構 成 例 ７ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 フ ロ ン ト マ ー ク の 取 り 付 け 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ ０ 　 超 音 波 探 触 子 、 １ ２ 　 外 装 ケ ー ス 、 ２ ０ 　 フ ロ ン ト マ ー ク 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(10) JP 2006-326204 A 2006.12.7



【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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